
平成２３年度新潟なんかん米こがねもち栽培暦
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４月８日頃（５日以降）

１等米比率95%、整粒歩合8０%、収量540kg/10aの米づくり！
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☆土づくり ☆後期栄養

生育診断(草丈、葉色、幼穂)を確認して穂肥
施用。
穂肥は早すぎず、２回目重視で後期栄養維
持。登熟期水管理を徹底する。

・土壌改良剤や堆肥等有機物

活用で地力増進！

・地力に基づく適正基肥施用

・深耕ちで根域拡大(15ｃｍ)
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ＪAにいがた南蒲

【収穫適期のめやす】

・籾の黄化程度90％

・積算温度1000℃
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370
370

目標穂数

370本/㎡

目標稈長

88cm

浸種開始
65

88

☆初期生育確保
・2.0葉苗3～4本植えで60株/坪。植付深2～3cm

・老化した苗は、天候不良等で植傷みが大きいと

活着が遅れ分げつの発生も遅れる

・適正茎数で、太い茎を作り、充実良い穂をつけ

る

６０株

４月１８日頃

水深

５ｃｍ 移植後 深水

３ｃｍ

２.０葉苗の育苗

（加温）

１６～１８日間

（無加温）

１８～２０日間 ６月２８日頃

【中干し開始のめやす】
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☆土づくり

全水田で地力の
低下を防ぎ、稲
わらの秋すき込
み

活着後浅水

中 干 し
田植え１ヶ月後から
出穂前１ヶ月まで

８月３日以降

収量 一穂籾数 穂数 ㎡籾数 登熟歩合 千粒重

２０本/株

９月１２日

60 7.5
10.0

12.0

12

50

2
葉数（枚）

14.0

【乾燥調製】

・篩目1.９０ｍｍの使用

・適正流量で籾混入や

肌ズレ防止!!

・機械設備の点検清掃で

異品種混入防止

【収量構成要素】

12.5

出穂前後は飽水管理 （異常高温時は迅速かん水） 落水は出穂２５日後以降！！

34

出穂期

成熟期田植えは

５月１０日以降
７月１６日頃

１回目穂

２回目穂

催 芽

育 苗

播 種 は

４月２０日以降

田植え１ヶ月後

までに中干し開始

自然減水自然減水 自然減水 自然減水 自然減水

穂肥施用

１回目頃の 生育

幼穂：0.5～1.0ｃｍ

草丈：６８ｃｍ

茎数：

２５本/株(60株植)

葉数：１２葉

葉色：SPAD値 ３１

茎数（本/㎡）

草丈（ｃｍ）

最 高

分げつ期

【中干し開始のめやす】 収量 一穂籾数 穂数 ㎡籾数 登熟歩合 千粒重

82 370 30,000

(％) (ｇ)(粒) (本/㎡) (粒)

84 21.0

植込株数 茎数 ３００本/㎡

16本 / 株６０株 540

(kg/10a)７月２４日頃


